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相模湾・東京湾における最近のタイマイの記録

中村一恵

熱帯産のタイマイ （Eretmochelysimbricata）が相撲 それぞれ26.Scm,28.0cmと，推定約35cmのもの2例であ

湾や東京j脅から記録されることは比較的少なし正式に る （中村 ・川瀬，前出）ことから，西村らも指摘するよ

報告されたのは中村 ・川瀬 (1976）による 4例が最初で うに，日本海同様，太平洋側へj票行するタイ 7 イも若年

あろう。最近になって再び相模湾と東京湾で本穏2個体 群であることが予測される。甲長70cm以上のタイマイは

が捕獲されたので収録しておく。いずれも新聞報道によ 成熟個体である（CARR巴t al., 1966），今回の第2例の甲長

る記録で，筆者は実見できなかったが，新聞掲載の写真 約60cmという数値はいかにも大きい。幸いにも東京新聞

から判定して誤りなく本種である。以下の記載はいずれ 横浜支局のご好意で写真を検討する機会があり，大きさ

も神奈川新聞の記事に基づくものである。 の推定ができた。写真 （図一 1）に写っている人の中指

第1例： 1977年12月24日 三浦郡葉山町，名島沖の定 の大きさから推定して，この個体の甲長は45cm程度で，

置網に生きてかかり， 江の島水族館に収容された。甲長 甲長約60cmというのははず全長に等しいものであろう。

37cm，体重6kg (1977年12月25日付）。 過去の記録同様，このタイマイも若年個体であったろう

第2例 ：1979年12月21日，横須賀市泊町沖 200rn。カ と思う。

レイ刺し綱に生きてかかる。横須賀市東部漁協の水槽に 知る範凶ではこれで相模湾，東京湾からのタイ 7 イの

一時収谷された後，安浦港から海に放たれた。甲長約60 記録は6例となったが，今後も記録されるだろう。正確

cm，体重25kg(1979年12月22日付）。 な測定値を添えたでき るだけ詳細な記録が残きれること

表－ 1は日本海にj票行ないしj票着したタイマイの甲長 を望みたい。若年タイ 7イの生態 ・移動に関する重要な

組成であるcこの表から40cm以下20cmまでの個体が多〈， 情報を提供することになるものと思う。

10～20cmと40～50cmで少なし lOcm以下と， 50cm以上は 終りに写真を提供下さった東京新聞横浜支局に深〈感

まれであることがわかる。これらの記録を地理的にみて 謝する。

みると，甲長40cm以上のものは北緯35度から36度以南に

集中し以北のものは40cm以下である。小さな個体ほど

北上している事実は注目に値する。西村らの記録のうち

例外的に大きいのは，甲長54cmと75cmのものであるが，

前者は採集年月日は不詳であるし噌採集地の隠ii皮島にも

疑問符がついており，記録としての価値は低い。後者は

1964年8月，下関市安岡町で捕獲されたという1例であ

る。西村らも指摘するように， 日本海に出現したタイマ

イとしては例外的に大きな個体である。

タイ 7 イの 1年級の申長範囲は18～27cm, 2年級は28

～36cmで， ふ化後1年および2年で平均甲長はそれぞれ

23cm, 33cmである（梶原 ・内田， 1974）。従って 日本「毎に

出現するタイマイの多くは，甲長からいえば1年級ない

し2年級に相当する若年のものである。太平洋側では西

村らによるよ うな詳細な記録の収集と検討はなされてい

ない。しかし相模湾と東京湾産のタイ 7 イ4例の甲長は，

NAKAMURA. Kazue: Recent records of the Hawks bill turtle from 
Tokyo and Sagami Bay 
神祭川県立博物館

表1.日本海産タイマイの甲長組成（N=29)

Nishimura et Yasuda(l967）より作成

CL(cm) N 

>10 
10～20 4 

20-30 12 

30～40 7 

40-50 3 

50～60 1 

60< 1 

29 

83 
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図1

エラブウミヘビの記録

1976年11月21日， 三浦市菊名の海岸にある網小屋で、

全長90cm（推定）のウミヘビが捕獲され， j由壷マリン

ノマークに収容された。 7 mmぐらいの小型フジツボが2

～ 3個頚部付近に付着していた（以上，竹内経久氏に

よる）。このウ ミヘビを竹内氏のご好意でみせていただ

いたが，エラブウミヘビ （Lαt比四dα semif1αsciαtα）

であった。

黒潮に乗って相模湾・東京湾まで北上してくるウミ

ヘビ科のへビは種類も量も少なく ，これまでセグロウ

ミヘビ （Pelamisplaturus）とクロガシラウミヘビ

(Hydrophis melαnocephαlus）の2種が報告されてい

るにすぎない。エラブウミヘビの記録はみあたらない

ので，簡単に報告し，中村・川瀬 （1976）と 中村

(1977）による相模湾 ・東京湾産海棲照虫類の追加と

した。

情報をお寄せ下った油牽マリンパークの竹内経久氏
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に厚くお礼申し上げる。 エラプウミヘピ北隆館日本動物図鑑（下）より
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